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緒ロ

沖縄島の在来豚として扱われている「アグー」は、1385年頃に明国（中国）から導入された種豚を創始と

して、その後も中国福建省から帰化された人々が持ち込んだ豚に影響を受け、現在の資質と形態に至ったと

いう')。1912年まではアグーには洋種豚の遺伝子は導入されなかったとされているが、それ以降は主にバー

クシャー種による改良を経ている')。しかし近年、名護博物館と沖縄県立北部農林高校による保存活動をも

とに、戻し交配によって復元が進められ'２)、現在は、高田勝氏による「今帰仁アグー｣、沖縄県食肉セン

ターによる「あぐ_｣、沖縄県立北部農林高校による「チヤーグー｣、我那覇畜産による「やんぱる島豚」な

どとしてブランド化されている3)。品種としての復元と確立、産肉の市販・流通を今以上に推進するために

は、飼養・管理学、育種・繁殖学のみならず、生理・形態学的な基礎研究が品種の資質を体系的に維持し保

証するためにも重要である。

今回はアグーの形態学的研究の一環として、飼養農家と機関のご協力を得て、死産子および生後間もなく

死亡した新生子について、外部形態、椎骨数および臓器重量の背景値を得たので報告する。なお供試個体に

ついては、同時に頭骨の形態学的検討を実施した。これらの内容については別稿にて報告する。

材料および方法

2004年度に沖縄県畜産試験場など沖縄島内の養豚飼育施設に

おいて、死産あるいは７日齢（出生日を０日齢として起算）ま

でに死亡した雄８頭、雌５頭のアグー（図１）を材料として、

以下の解剖学的検査を実施した。また、８日齢以降の雄２頭、

雌２頭のアグーおよび０日齢のアヨー豚（以下、アヨー）につ

いても、同様の検査を行った。なお、各検査における供試頭数

が検査項目によって異なるので、供試頭数は表１～４および付

表１に併記した。 図１沖縄在来豚アグーの死亡新生子
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１．外部形態計測

体重は、８ｋｇまでの個体は動物用電子天秤を用いて0.18単位で、８ｋｇを超える個体はバネ秤を用いて

１００９単位で秤量した。全長、尾長、胸囲、管囲および体高は、戸原4)を参考に、ステンレス製メジャーあ

るいは直定規を用いて１ｍｍ単位で計測した。乳頭数は、剖検時に腋下部から鼠頚部に至る腹部を肉眼で

精査して計数した。

２．胸椎数と腰椎数

剖検時に頚部背側から臂部背側の筋肉を除去し、椎骨の骨形態を観察して胸椎と腰椎を分類し、それぞ

れを計数した。

３．臓器重量

肝臓、左右の腎臓、心臓および脾臓を摘出し、動物用電子天秤を用いて重量を0.19単位で測定した。ま

た、消化管の保存状態が比較的良好であったアグーの雌雄各１例について、小腸と大腸の長さを計測した。

これらに計測値をもとに、体重1009あたりの相対臓器重量と体長１ｍあたりの相対消化管長を算出した。

なお、検討に供した個体は死亡個体であるため、放血処置は行われていない。

結果および考察

1．外部形態計測値

外部形態計測値を表１と付表lに示した。０日齢の個体の体重は雌雄ともに約8008であった。しかし死

産子の体重はばらつきが大きく、最小個体と最大個体には約３倍の差があった。この傾向は例数が少ない

ながらもアヨーにおいても同様であった。大城s)によれば、正常出産された新生子の体重は雌雄あわせた

平均で約10009であり、今回検討した死産子のうち最も未成熟の個体の体重は正常出産子の約４割程度で

あった。体重においてみられたこれらの傾向は、体重以外の計測値においても同様であった。アグーは、

一腹産子数が一般豚の約半数で、死産子は世代とともに有意に増加する。加えて新生子や死産子の奇形率

は平均12％であり、一般豚の0.25％に比べて顕著に高い割合を示す5)。戻し交配によって復元を試みたこと

による繁殖障害は、産子数の低下や奇形率の増加5)だけではなく、外部形態の倭小化にも及んでいること

がアグーにおいて確認された。

表１外部形態計測髄
名称性別日齢、 体重 全長 尾長 胸囲 管囲 体高

平均
0６（最小一蝋大）

平均

雄１－７２（最小一殿大）
６１１個体値
１１２１個体値

８１８．８

0135-1274）
1347.0

(llO9-lS85）
798s

322.8

(256-385）
354.5

(349-360）
７８３

５９．５

(40-70）
４３．５

(22-65）
Ｍ２

１９４

192.2

(22-222）
248.0

(246-250）
４１１

６３０

４１．５

(6-55）
5,.0

(58-60）
９１

１２７

126.8

(98-147）
164.0

055-】73）
２７８

４２０アグー 20800 ９８３

321.0

(275-345）
３６５

３４４

６８６

平均

(最小一最大）
個体値
個体値
個体値

762.3

(550-991）
９９８

８８４

８５００

６５．５

(60-71）
７５

５８

１０２

１，１．３

(16-236）
２１０

２２４

４２８

４８．５

(37-53）
５３

４４

１７

123.5

(116-160）
１６０

１４７

２８４

０
可
７
３

１
１
５

４

１

１

１

雌

平均

雄０－ﾕ(殿,R二il;【大）
628.7302.049.0

491-766）（281-323）（41-57

150.545.01250

135-166）（40-50）（115-135アヨー

雌0１個体値 629 320 ５４ 165 4５ 140

、：個体数、体重：ｇ、乳頭数：個、その他：ｍｍ、－：計測値なし
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現在のアグーの成豚は、1921年当時の在来豚に比べて体重が増加しているものの、1963年に野沢6)が計

測した在来豚にくらべると小型である5)。品種としての復元と確立、産肉の市販・流通を今以上に推進す

るためには、14世紀に持ち込まれたという中国の豚、それは宮城')によれば中国北部の鬼面豚に酷似する

豚という記載があるが、近郊退化を防ぐことを目的として、品種内の遺伝的多様性を超えない範囲で遺伝

子の導入を図るなど、新たな工夫が必要ではなかろうか。

平均乳頭数は、雄で11.5個、雌で12.6個、雌雄を合わせると平均119個であった。特に雌では、正常アグ

ーの12.4個7)、アグーの改良に用いられたことのあるバークシャーの14.0個3)、バークシャー種系の中国在

来品種，)に比べて低い値であり、死産子における、おそらく近交退化の影響が乳頭数においても伺えた。

2．胸椎数と腰椎数

椎骨数は遺伝性が高いが、豚では品種内
１－、－－－ｍと－－，－匹一一一－１．－－－．－．－－表２胸椎数と腰椎数
および同腹子内において変動が認められる

ことがある'0)。今回検討した個体では、腰

椎数は全ての個体で６個であった。胸椎数

はほとんどの個体で14個であったが、アグ

ーの雄の約半数は13個であった（表２)。

一般に、イノシシの胸腰椎数は19個で、

その構成は大部分の個体において胸椎14個、

し合目的的な改良によって、バークシャー滴

構成は胸椎１４個、腰椎６個でイノシシや中［

個型が出現し、２１個型の構成は胸椎15個、Ｉ

名称性別、 胸椎数腰椎数胸腰椎数

Hﾖﾋﾟﾉﾄｰ鰯

馳小一躍

ｎ：個体数、椎骨数：個

その構成は大部分の個体において胸椎14個、腰椎５個であり、中国の在来豚も同様である（表３）。しか

し合目的的な改良によって、バークシャー種の胸腰椎数は21個を中心に20～22個となり、２０個型の場合の

構成は胸椎１４個、腰椎６個でイノシシや中国種に比べて腰椎数が増えるu)。また、ハンプシャー種では２３

個型が出現し、２１個型の構成は胸椎15個、腰椎６個であるlDoランドレース種ではさらに胸腰椎数は増加

する傾向があり、２１個型の
表３品種（種／名称）別にみた各胸腰椎櫛成型（数）の割合

場合の構成は胸椎'6個腰極/晶稲/名称⑪１３．６，４．，，４碧艫鶚.'2'綴蜜22綴璽…１，個型

椎６個となる'１)。今回は死産イノシシ1921.178.，
子や死亡新生子を用いた検中国種１０６７．５１２．５

アグー１８２７．８７２．２

討ではあるが、アグーの胸アョー３１００

腰椎数はｲﾉｼｼや中国のﾌﾞﾐﾗ難二露ｆ：。＄＃:：蟹０８
在来豚'1)よりも多く、胸腰ブンドレース３９６１１．１８１３７．６

，３個体数、空欄：該当なし、単位：％

椎骨の構成の観点からも、椎骨数の,9個型と20個型の下段の数字は胸椎数.腰椎数を表す。

既報の通り主にﾊﾞｰｸｼﾔﾃﾞﾝごr猪2蝋鱗鵲?雛jiH;iL脇辮臘;による。
－種による改良が反映され

た形態であると考えられる。一方、この結果は、アグーがハンプシャー種やランドレース種にみられるほ

ど胸腰椎が増加していないことを示している。今後アグーが、その由来となった中国在来豚に近い品種と

して確立される可能性は、椎骨形態の面からも充分残されていると考えられる。

3．臓器重量

検討した死産子や死亡新生子の４臓器のうち、肝臓は絶対重量と相対重量が最も大きかった（表４，５)。

相対重量は肝臓、心臓および脾臓で加齢と共に増える傾向にあったが、今回の供試個体は死亡個体であり

放血が行われていないことから、肝臓、心臓および脾臓においては、これらの臓器内の残留血液が臓器重

量に影響して、特に日齢の進んだ個体において相対重量が大きくなったことも否めない。
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表４臓器璽徽と消化管長
消化管長臓器璽鹸

名称性別日齢体重肝臓腎臓（左）腎臓（右）心臓脾臓小腸大腸
９．１

８．４

１３．１

91.9

357.7

２．７

２５

3.5

20,9

70.6

４４．２

３６．４

66.7

359.9

1425.2

５．７

5.6

86

37.,

76.3

５．７

５．６

8.4

37.2

69.1

ｌ２７４

ｎＯ９

ｌ５８５

7085

20800

０

288６２

雄 ６

６１

１１２アグー

３．６

8.1

8,6

56.3

７
０
２
１

．
・
・
８

０
３
５
２

2.0

５．３

3.8

30.8

０
５
打
麺

５５０

９９８

884

8500

１１．２

３６．０

45.7

358.3

2.2

５．３

4.0

31.8

雌

183２１２

０４９１
雄

アヨー0７６６

21.2

32.8

2.5

4.2

２．８

４．４

4,4

69

0.3

1.0

雌0６２９１７．５４．１ 3.9５．２０．６

体重：ｇ、麟器璽鐘：ｇ、消化管長：ｃｍ－：計測値なし

表５相対臓器璽鍵と相対消化管長
相対消化管長相対臓器電鍵

名称性別日齢体重肝臓腎臓（左）腎繊（右）心臘脾臓小腸大腸
0.71

0.76

0.83

1.15

1.7２

0.21

023

0.22

0.26

0,34

0.45

0.51

0.54

0.47

0.37

５
０
３
７
３

４
５
５
４
３

●
●
の
●
●

０
０
０
０
０

0

１

６

６１

１１２

】２７４

１１０９

１５８ｓ

7185

20800

3.47

3.28

4.21

４．５１

６．８５

80.0017.22

雄

アグー

0.36

0.53

0.43

0.36

0.65

0.81

0.97

0.66

0.13

0.30

0.59

0.33

５５０

９９８

884

8500

２．０４

３．６１

５１７

４２２

0.40

0.53

0.45

0.37

０
５
Ⅳ
幻

雌

1個２１30.90

081

0.90

０．０５

０．１３

０．５８

０．５７

０４９１
雄

アヨー０７６６

４．３２

４，２８

0.51

0.54

雌0６２１２．７８０．６５０．６３０．８２０．０，

体重；ｇ、臓器重職：ｇ/体重1009、消化管長：ｃｍ/全長1ｍ、－：計測値なし

今後も継続して、正常新生子、死産子および死亡新生子の臓器重量や病理解剖学的な知見が蓄積できれ

ば、近交退化によると思われる様々な形態学的変化を遺伝学的な側面を加味して解析でき、これらの結果

が育種・改良計画の一助となることが期待される。

消化管長については、死亡個体の消化管の保存状態が良好でなかったため、雌雄各１例の値しか得られ

ず、今回は詳細な議論ができない。しかし、小腸は大腸の約４倍の長さで、成長とともに体長あたりの相

対消化管長も伸びる傾向が示唆された。一般的に消化管長は、豚においても植物質など粗繊維に栄養源を

依存した場合により長くなるといわれている。またアグーやアヨーに濃厚飼料を多給しても、枝肉のうち

の筋肉量に反映されることは少なく、ほとんどが脂肪となって定着するという。経済』性の面からは粗食に

耐え、ブランド豚の資質の面からは脂質の量と質の制御がなされた改良が望まれることから、品種の確立

と改良の過程で消化管長の推移を把握しておく必要がある。

要約

沖縄島の在来豚アグーの形態学的研究の一環として、死産子および死亡新生子の外部形態、椎骨数および

臓器重量について検討した。外部形態計測値については、０日齢の体重はばらつきが大きかったが平均する

と約8009で、正常出産子の８割程度であった。これらの傾向は、体重以外の計測値においても同様であった。

臓器重量について検討した。
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死産子および死亡新生子にみられる異常は奇形だけではなく、外部形態の嬢小化にも及んでいることが推察

された。平均乳頭数は平均11.9個であった。胸椎数はほとんどの個体で14個であり、イノシシや中国の在来

豚よりも多く、胸腰椎骨の構成の観点からも、アグーは既報の通り主にバークシャー種による改良が反映さ

れた形態を維持していると考えられた。しかし逆に、アグーは洋種豚にみられるほど胸腰椎が増加していな

いことも確認され、由来となった中国在来豚に近い品種として確立できる可能性が示された。臓器重量では、

肝臓が絶対重量と相対重量ともに最も大きかった。消化管長は小腸が大腸の約４倍の長さで、成長とともに

相対消化管長も伸びる傾向が伺えた。今後も継続して正常新生子、死産子および死亡新生子の臓器重量や病

理解剖学的な知見が蓄積できれば、近交退化によると思われる様々な形態的変化を遺伝学的な側面を加味し

て解析でき、これらの結果が育種・改良計画の一助となることが期待される。

付表１外部形態計測値

性別番号日齢体重全長尾長胸囲管囲体高乳頭数
435

596

657

758

1194

０
０
１
６
０

４
６
５
６
７

160

181

177

193

222

側
循
佃
剥
弱

兜
即
輝
、
剛

lＯ

１１

１１

１０

１３

１２

agl3

agl5

agl7

agl2

agll

256

312

307

322

385

０

雄
１２７４３５５７０２２０６０１４７a座４

沙
娯
餌

ａ
ａ
ａ

1109

1585

7985

360

349

783

250

246

411

5８

６０

１１

１３

１１
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